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【背景】びまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫(DLBCL)の治療成績は抗 CD20 モノクローナル抗体
リツキシマブの登場により飛躍的に向上し、予後因子に変化をもたらした。EBV 陽性 DLBCL は






CD5、non-GCB type、EBER は本解析では予後因子とはならなかった。EBV 陽性症例はすべて




服している可能性が考えられた。EBV 陽性 DLBCL 症例に対しては発症年齢と移植適応年齢の問
題から自家移植を施行していないにも関わらず、その予後は必ずしも不良とはいえなかった。50
歳未満の EBV 陽性 DLBCL の報告がされていることからも、疾患概念の見直しを含めた検討が
必要と考えられた。今後、治療プロトコールが統一された多施設共同研究による前向き臨床試験
を行い、症例の蓄積によりさらなる検討を行い、疾患の特徴を明らかとするとともに、予後不良 
因子を克服するための up-front な自家移植戦略が有用かどうか、検討が必要である。 
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